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関 係 各 位                        

一般社団法人 国際空手道連盟 極真会館 総本部 
大会実行委員長 長谷川一幸 

 

第二回オープントーナメント全日本極真空手道選手権大会 

開 催 の お 知 ら せ 
 
謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 
 平素より当会の活動、理念に深いご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 
極真会館創始者 大山倍達総裁がご逝去されて 2９年の月日が流れ去りました。当団体は 2023 年に極真会館全

体の悲願であった、統合統一の全日本大会を開催することができました。これを機に、発足当初より「極真会館
支部長会」という名称をこの度「一社 国際空手道連盟 極真会館 総本部」と改称し、「第二回統一極真全日本
空手道選手権大会」を下記の要項にて開催する運びとなりました。 
 誠に僭越ではございますが、謹んでご案内申し上げます。                                        謹白 

 

                          記 
 １． 開催日               ２０２４ 年 ４ 月 ２ １ 日 （日） 

 ２． 会 場         東京・武蔵野の森総合スポーツプラザ メインアリーナ 

                    （〒182-0032東京都調布市西町 290-1） 

 ３． 時 間            一般開場   ９：１５  開会式   １０：００  

                     試合開始 １０：３０  終了予定 １７：００  

 

 ４．カテゴリー  ※年齢は満年齢とし、大会当日(4/21)の年齢に該当するクラスへ申込み下さい。 

     ①一般男子［体重無差別］：18 歳以上    （ファールカップの着用義務有り） 

②一般女子［体重無差別］：高校生以上   （胸ガードの着用義務有り、アンダーガードの着用義務有り） 

③男子シニア（40 歳～47 歳）軽量級（70 ㎏未満）(①に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

④男子シニア（40 歳～47 歳）重量級（70 ㎏以上）(①に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑤男子シニア（48 歳～59 歳）軽量級（70 ㎏未満）(①に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑥男子シニア（48 歳～59 歳）重量級（70 ㎏以上）(①に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑦女子シニア（35 歳～44 歳）軽量級（60 ㎏未満）(②に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑧女子シニア（35 歳～44 歳）重量級（60 ㎏以上）(②に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑨女子シニア（45 歳～55 歳）軽量級（60 ㎏未満）(②に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑩女子シニア（45 歳～55 歳）重量級（60 ㎏以上）(②に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑪高校生男子軽量級（65 ㎏未満）(①に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑫高校生男子重量級（65 ㎏以上）(①に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り) 

⑬高校生女子軽量級（55 ㎏未満）(②に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り） 

⑭高校生女子重量級（55 ㎏以上）(②に加えてグローブ、スネ、膝サポータ着用義務有り） 

     ※スネ、膝サポータは道着内着用、布製のものを使用する(別紙防具規定参照) 

 

 ５． 出    場    料   一般・シニア 15,000円 / 高校生 10，000円（現金書留にて郵送） 

 ６． 申  込  締  切       2024年 2月 26日（月）※必着厳守 

 ７． 大 会 事 務 局    （送付先） 一般社団法人 国際空手道連盟 極真会館 世界全極真 

〒192-0916 東京都八王子市みなみ野 4-33-1  ℡042-638-8835 FAX042-638-8836 

問い合わせ先 E-MAIL Kyokushin-shiyuukai@outlook.jp 
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国際空手道連盟・試合規約 

（審判基準） 

審判員および審議委員は同等の権限をもって協議の

審判に当たるが、協議に関する最終決定はすべて審

判長の裁可による。組手試合の規定時間は 1 試合に

つき 3 分（予選は 2 分）、延長戦は 2 分とする。ただ

し、必要と認めた場合は、審判長の裁可により、改

めて時間を設定することもあり得る。大会進行は極

力、予定スケジュールに沿わせるが、やむをえない

事態が起きた場合は、審判長・審議委員長・副審議

委員長が協議の上、審判長が変更を指示することが

できる。 

（組手と勝敗） 

１．組手は原則として 1 試合 3 分間（予選は 2 分）

とする。延長戦は同じく 2 分とする。壮年男女は全

試合本戦 2 分とする。 

２．組手の勝者は、（1）一本勝ち、（2）技有り 2 本

による合わせ一本勝ち、（3）判定勝ち、（4）相手選

手の失格、棄権による勝ち、により決定される。 

（一本勝ち） 

反則箇所を除く部分へ、突き、蹴り、肘打ち等を瞬

間的に決め、相手選手を 3 秒以上ダウンさせるか、

戦意を喪失させたとき一本勝ちとする。 

（技有り） 

１．反則箇所を除く部分へ突き、蹴り、肘打ち等を

決め、相手選手が一時的にダウンもしくは戦意喪失

し、3 秒以内に立ち上がったとき、または、倒れはし

ないがバランスを崩した時は技有りとする。 

２．足掛け技を含めて、ダウンさせた相手もしくは

ダウンした相手が無防備の状態のときに、下段突き

を決めたときは、タイミングその他によって技有り

をとることもあり得る。 

３．技有りは、2 本で一本勝ちとする。 

（判定） 

１．一本勝ちで決まらない時は判定で決定する。 

２．判定は主審 1 名、副審 4 名のうち、3 名以上の判

断を有効とする。 

（延長戦） 

１．判定で主審 1 名、副審 4 名のうち、3 名以上の判

断がない場合は、引き分けとし、延長戦を行う。 

２．延長戦（準々決勝以降は再延長）でも判定がつ

かない場合は、男子 10 ㎏以上、女子 5 ㎏以上を有効

とする体重判定によって軽い方を勝者とする。体重

に有効差がない場合は、最終延長戦で判断する。 

（反則） 

次の場合は、反則とする。 

1．手、肘による顔面及び首への攻撃。手先が触れて

も反則とする場合がある。ただし、手で顔面を牽制

することはかまわない。 

2．金的への攻撃 

3．頭突きによる攻撃。 

4．倒れた相手への直接攻撃。 

5．背後からの攻撃 

6．相手選手の首から上へ手掛けした場合。 

7．相手選手の道着、手足を掴んだ場合。 

8．相手選手を掌底で押した場合。 

9．技の掛け逃げを再三繰り返した場合。 

10．何度も場外へ逃げた場合。 

11．審判がとくに反則とみなした場合。 

※反則は悪質なものを除き注意が与えられる。 

（減点） 

次の場合は、減点 1 とする。 

１．注意を 2 回与えられた場合。 

２．悪質な反則を行った場合。 

３．審判の判断により、悪質な試合態度とみなされ

た場合。 

※減点２になった場合は、失格となる。 

（失格） 

次の場合は、失格とする。 

１．減点２となった場合。 

２．試合中、審判員の指示に従わない場合。 

３．粗暴な振る舞い、特に悪質な反則、特に悪質な

試合態度とみなされた場合。 

４．見合ったままの状態で１分以上経過した場合。

この場合は戦意喪失として、両選手とも失格とす

る。 

５．出場時刻に遅れたり、出場しない場合。 

６．申告体重より７㎏以上あった場合は失格とす

る。 

                        ２ 



  

 

  防具規定と試合時間   

試合時間は一般男女のみ、準決勝から本戦３分、延長２分、再延長２分とする。 

体重判定について  一般男女は本戦、延長、再延長で引き分けの場合は体重判定となる。 

          高校生、シニア男女は本戦、延長１回で引き分けの場合は体重判定となる 

出場クラス/防具/ 

試合時間/体重判定 
グローブ ス ネ ヒザ 

急所 

(金的) 

胸 

ガード 

本 戦 

 

試合時間 

延長回数 

体 重 判 定 

有 効 体 重 差 

一般男子(体重無差別)  ×  ×  × 〇  × ２ 分 ２分２回迄  10㎏以上 

一般女子(体重無差別)  ×  ×  × 〇  〇 ２ 分 ２分２回迄  ５㎏以上 

男子シニア (体重別)  〇  〇  〇 〇  × ２ 分 ２分１回迄 軽量級 5㎏，重量級 8㎏ 

女子シニア (体重別)  〇  〇  〇 〇  〇 ２ 分 ２分１回迄 軽量級 3㎏、重量級 5㎏ 

高校生男子(体重別)  〇  〇  〇 〇  × ２ 分 ２分１回迄 軽量級 3㎏、重量級 5㎏ 

高校生女子(体重別)  〇  〇  〇 ○  〇 ２ 分 ２分１回迄 軽量級 3㎏、重量級 5㎏ 

 

 

【 防具規定 】         〇印は着用義務、×は非着用とする。 

〇 すべてのクラスでヘッドガードは非着用とする。 

〇 グローブ ※主催者用意（高校生、シニアのみ、赤白グローブを主催者が用意した物を貸出しします。） 

○ スネサポーター※各自用意、布製のものを使用。革・合皮製は不可） 

○ ヒザサポーター※各自用意、布製のものを使用。腿にかからない物で高校生・シニア男女は着用義務） 

○ 金的サポーター※各自用意（男子）、アンダーガード（女子）（空手着の下に着用） 

女子用アンダーガードの装着は任意ではなく、着用義務となります。 

○ 胸ガード※各自用意（スポーツブラタイプで腹部・鎖骨にかからず、胸のみをガードする物に限る。布製・

スポンジ製のタイプを着用すること。（プラスチック製は不可）（布製・スポンジ・ウレタン製のタイプは使用可） 

〇 腰ひも（赤）※ 各自で用意の物を使用すること。 

 

 

   

《着用不可の胸ガード》            《着用 OK の胸ガード》 

  

胸上部(鎖骨付近)と腹部にパッドが入って     マーシャルワールド製 極真 KK-CG 1 

いる物は使用禁止。大きいサイズを着用し            または L711・TT28 

て鎖骨・腹部にかかっていた場合は不可      イサミ製 CG32、KKCG1、CGS－N 

マーシャルワールド製 CP11は不可 

イサミ製 L8202・8203は不可             

 

※上記以外の製品については仕様が着用 OK の物と同等品であれば、他社製品でも使用可能とする 

                      ３ 

× × 



 防具規定２   下記と同等品であればメーカー、団体指定品問わず使用可 

 
グローブ＜着用：高校生・シニア男女＞(主催者貸出し)    スネサポーター ＜着用：高校生・シニア男女＞(個人で用意) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒザサポーター ＜着用：高校生、シニア男女＞ （個人で用意）    

 

 

 

 

 

 

 

 

女子・胸ガード＜着用：全女子選手＞（個人で用意）              

 （スポーツブラタイプで腹部・鎖骨にかからず、胸のみをガードする物に限る。布製・スポンジ・ウレタン製のタイプを着用。（プラスチック製は不可） 

                  布、ウレタン素材でもこのタイプは不可 

                          

 

 

 

 

 

男子ファールカップ＜着用：全男子選手＞（個人で用意）      女子・アンダーガード ＜着用：全女子選手＞（個人で用意） 

 

 

 

 

 

 

                         ４ 

× × 
着用義務になりました 



 第二回オープントーナメント全日本極真空手道選手権大会 

出 場 選 手 申 込 書 

大会実行委員長 長谷川一幸 殿 
 

   私儀 本大会のルールに従って正々堂々と技を競い合うことをここに誓います。 

なお、試合中における事故並びに負傷を負っても一切の異議申し立てをいたしません。 

 

20    年    月      日 

 氏 名（フリガナ） 

 

                              印  

 保護者 

（高校生のみ）                                    印  

＊ 写真は 3 ヶ月以内の物を使用。1 枚貼り付けてください。 

＊ 記入漏れ、記入ミスの無いようにお願いします。 

＊ 年齢は満年齢で、身長。体重は正確に記入してください。 

＊ 高校生クラスは、申込時(２月)で高校３年生は不可、中学３年生は申込可。(大会開催時の学年適用) 

【注意】申告した体重と実際の体重がかけ離れていた場合は減点または失格になる場合があります(規約参照) 

所属会派 

及び道場名 

フリガナ 

 

代表者名  

会派道場及び 

事務局連絡先 

 郵便物送付先 
 

〒 

 

 

【電話番号】             －           － 

【E-Mail】 

フリガナ 

出 場 者 

氏 名 
生年月日       年     月     日  申込時点での年齢/満      歳 

出場者 

住 所 

〒 

 

℡       －       － 

段・級位 級、       段 身長         cm 体重           ㎏ 

出場カテゴリー カテゴリー番号      番／カテゴリー名                        の部 

戦 績 

過去 2年以内のもので県大会クラス以上の試合でベスト 4以上 

  ５ 

写真（のりづけ） 

 

3cm×4cm 

 

裏面に道場名と 

名前を記入 

申込締切 2024年 2月 26日（月） 出場料一般・シニア 15,000円、高校生１０,０００円を同封の上、大会事務局必着／厳守 



各道場代表者関係者各位                    国際空手道連盟 極真会館 総本部 

                                大会実行委員長  長谷川 一幸   

 

大会審判員ご協力のお願い 

 

２０２４年４月２１日（日）第２回オープントーナメント全日本極真空手道選手権大会において、大会審判員 

(初段以上、連合会の方は国内 A級ライセンス以上保持者)のご協力をお願い申し上げます。下記事項にご記入の

上、お手数ですが２月２６日までに事務局へ FAX または申込書と一緒に郵送下さい。審判名を大会プログラム

に掲載させて頂きます。（期日を過ぎた場合は掲載できなくなります） 

 

貴道場名             代表者名                                

審判に入れる方の氏名、段位、審判経験についてご記入下さい。審判チーム編成の参考にさせて頂きます。 

（主審に記入された場合でも、人数や状況によっては副審に入って頂く場合がありますので予めご了承下さい。） 

氏     名 ふりがな 段 位 
可能な審判を 

○で囲む 

審判経験 

 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

   主審 ・ 副審 

 

多い・少ない 

通算   大会 

【通信欄】  

 

 

連絡・送信先 国際空手道連盟 極真会館 世界全極真 大会事務局 担当：新津 TEL０９０－３４０８－１１９３  

〒192－0916 東京都八王子市みなみ野４－３３－１－１０７ FAX０４２－６３８－８８３６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


